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【研究背景】

内閣府による 2009 年度の「体力・スポーツに関する世論

調査」によれば「今後行ってみたい運動やスポーツがある」

という人の割合は 86.5％と、スポーツ実施に対する関心が非

常に高まっていることがわかる。

一方で余暇活動全体においてはスポーツのプライオリテ

ィはまだ低く、「レジャー白書 2010」によれば余暇活動の上

位はカラオケなどの娯楽が占めている。特にパソコンの参加

人口は圧倒的であり、その中でもインターネットは世代を超

えた一般的な余暇活動として生活に入り込んでいると言え

る。しかし逆にインターネットを活用することができればス

ポーツの余暇活動としての地位向上の大きな助けとなるは

ずである。実際、「mixi」内のコミュニティや「スポーツ SNS

LaBOLA」などインターネットを通じてスポーツ活動の場を

広げる試みは着実に広がりつつある。

現在、スポーツ参加とインターネットの関連について明ら

かにした先行研究は存在しない。また、筆者自身がインター

ネット掲示板「2 ちゃんねる」を通じて発足した A 草野球チ

ームに 2007 年から現在に至るまで参加していくなかで、ス

ポーツ参加者を増やしていくためにインターネットの果た

す役割の大きさを実感している。そこでインターネットを通

じたスポーツ参加の特性について明らかにすることはスポ

ーツ実施率の向上ならびに余暇活動としてのスポーツの地

位向上のために必要ではないかと考えた。

【研究目的】

本研究では、インターネット掲示板「2 ちゃんねる」を通

じて発足した A 草野球チームを事例とし、参加者の属性やス

ポーツ経験、参加要因等を調査したうえで、その結果を踏ま

えてインターネットを通じたスポーツ参加の特性を推察す

ることを目的とする。

【研究方法】

今回の調査は「2 ちゃんねる」を通じて発足した A 草野球

チームを対象にアンケート調査を行なった。アンケートはイ

ンターネット上で 2010 年 11 月 15 日（月）0 時から 11 月

21 日（日）23 時 59 分までの 7 日間、調査対象は A 草野球

チームの活動参加者全員とした。調査項目は、「1 日あたりの

インターネット利用時間」「どの程度 2 ちゃんねるを利用し

ているか」「チームに参加してからの期間」「活動への参加頻

度」「他地域の活動への参加経験」「野球またはその他スポー

ツ経験」「チームに参加したきっかけ」「チームに参加する際

の不安要素」「チームに参加してよかった点」「郵便番号」お

よび性別や年齢等の個人属性について設問を設定した。また

その他に「チームに対して現在感じていること」という任意

回答の設問を設定した。総回答数は 70 であった。

【結果・考察】

ここでは回答結果から特にインターネットとスポーツ参加

の関連について考察できたものについて言及する。

年齢・職業が 20 歳前後、大学生・大学院生中心であるこ

とからインターネットを通じたスポーツ参加は 20 代以下の

人にとって特に有効である可能性がある。

また２ちゃんねるをよく利用している人が多いことにつ

いては、２ちゃんねるへの帰属意識がそのまま A 草野球チー

ムへの帰属意識につながって参加に対する敷居を低くして

いることが示唆された。

年 1 回以上の参加頻度の者が多かったことからは、インターネ

ットを通じて常にコミュニケーションをとれることが参加頻度の低い

メンバーのフェードアウトを防ぎ、気軽に参加できる要因となって

いると考えられた。

スポーツ経験に関しては 96％の者が何らかの競技経験があり、

まったく新しくスポーツを始める人にとってインターネットは有効

でない可能性が懸念された。

スポーツ実施状況を見てみると半数を上回る 45 名が A 草野

球チーム以外でも何らかのスポーツを行なっており、さらに「A 草

野球チームに参加してから新たに始めた人」「A 草野球チームに

参加する以前から続けていた人」に分けることができたことから、

インターネットを通じたスポーツ参加には「気軽さ」という特性があ

ることが予想された。このことはチームへの参加動機からも窺い

知ることができた。

参加するにあたっての不安要素では「ネット上でしか知らない

人と会うこと」「コミュニケーション関連」が主に挙がった。それを乗

り越えることができた理由としては、一般のチームと違い、もし馴

染めないと思ってもフェードアウトできるという点が考えられた。

参加したメリットでは圧倒的に「交友関係の拡大」を挙げる者が

多く、普段の生活では出会えない様々な人と出会えることがイン

ターネットの大きな特性であることを示した。


